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　古生代末に誕生した単弓類は、中生代のはじめには様々な

環境に適応し繁栄していた。しかし三畳紀末の大絶滅の後、

１億５０００万年以上もの間、その地位をかつてのライバル

である双弓類の末裔“恐竜”にゆずりわたしてきた。ところ

が恐竜の影では、単弓類の末裔である“哺乳類”が着々と適

応放散を続けていた。

　そして、ついに6５００万年前、恐竜の絶滅した世界で、

再び単弓類の末裔である“哺乳類”の繁栄がはじまった。
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哺乳類の適応放散ぱかっと系統樹 ①

※　とりあげている哺乳類には、種の場合と、グループ

　　の場合があります。

※　系統関係は「新版 絶滅哺乳類図鑑（2011年　冨田

　　幸光）」と「大哺乳類展　図録（2010年　国立科

学　　博物館）」によっています。
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真無盲腸類

ハイエナ
アードウルフ

メソヒップス

メリキップス

15

ハダカデバネズミ

ヤマアラシ

ツパイ

14

被甲類

アリクイ

アルマジロ

13

ハリテンレック

キンモグラ

ツチブタ

テンレック類

ハネジネズミ

12

タスマニアデビル

ティラコスミルス
フ

ク
ロ

モ
グ

ラ

フ
ク

ロ
ア

リ
ク

イ

フ
ク

ロ
オ

オ
カ

ミ

フクロネコ

バンディクート

11

ハリモグラ

ミツユビハリモグラ

10

65（×100万年前）

９

有胎盤類

北楔歯類

南楔歯類

有袋類

多丘歯類

三錐歯類

北真獣類

ジュラ紀 白亜紀白亜紀三畳紀ペルム紀

哺乳類単弓類

中生代古生代 250 145200

　古生代末に誕生した単弓類は、中生代のはじめには様々な

環境に適応し繁栄していた。しかし三畳紀末の大絶滅の後、

１億５０００万年以上もの間、その地位をかつてのライバル

である双弓類の末裔“恐竜”にゆずりわたしてきた。ところ

が恐竜の影では、単弓類の末裔である“哺乳類”が着々と適

応放散を続けていた。

　そして、ついに6５００万年前、恐竜の絶滅した世界で、

再び単弓類の末裔である“哺乳類”の繁栄がはじまった。

ゴビコノドン

エオマイア

シノデルフィス

ディメトロドン

プティロドゥス

哺乳類の適応放散
ぱかっと系統樹 ①

※　とりあげている哺乳類には、種の場合と、グループ

　　の場合があります。

※　系統関係は「新版 絶滅哺乳類図鑑（2011年　冨田

　　幸光）」と「大哺乳類展　図録（2010年　国立科

学　　博物館）」によっています。

２

１

３

４

５

６

７

８

有胎盤類

北楔歯類

南楔歯類

有袋類

多丘歯類

三錐歯類

北真獣類

ジュラ紀 白亜紀白亜紀三畳紀ペルム紀

哺乳類単弓類

中生代古生代 250 145200

　古生代末に誕生した単弓類は、中生代のはじめには様々な

環境に適応し繁栄していた。しかし三畳紀末の大絶滅の後、

１億５０００万年以上もの間、その地位をかつてのライバル

である双弓類の末裔“恐竜”にゆずりわたしてきた。ところ

が恐竜の影では、単弓類の末裔である“哺乳類”が着々と適

応放散を続けていた。

　そして、ついに6５００万年前、恐竜の絶滅した世界で、

再び単弓類の末裔である“哺乳類”の繁栄がはじまった。

ゴビコノドン

エオマイア

シノデルフィス

ディメトロドン

プティロドゥス

哺乳類の適応放散
ぱかっと系統樹 ①

※　とりあげている哺乳類には、種の場合と、グループ

　　の場合があります。

※　系統関係は「新版 絶滅哺乳類図鑑（2011年　冨田

　　幸光）」と「大哺乳類展　図録（2010年　国立科

学　　博物館）」によっています。

２

３

４

５

６

７

８

ローラシア真獣類

真主獣山鼠類

異節類

アフリカ獣類

有袋類

単孔類

Laurasiatheria

Euarchontoglires

Xenarthra

Afrotheria

Marsupialia

Monotremata

生態的地位
Niche

v.2-4

15

16

14

13

12

11

10

９

樹上

植物食

滑空

水

辺
生活

樹
上

動

物食

樹上

雑食地
表

雑
食

地表

植
物食

水

中生活

新生代

中生代（白亜紀）

植物食

走
行肢

端 捕
食

骨

食

飛

翔

地
中

生
活

地

表

動

物
食

皮膚の

特
殊

化

65（
×

100万
年

前
）

生
態

的
地

位

N
iche

アリ

食

捕食

走行肢

端

センザンコウ

コウモリ

ウマ

スミロドン

ネコ類

ハリネズミ

モグラ

イヌ類

トガリネズミ

翼手類

真無盲腸類

ハイエナ

アードウルフ
メソヒップス

メリキップス

カバ

鯨類

鰭脚類

クマ

テン

キリン

核脚類

パンダ

食肉類

イノシシ

アライグマ

反芻類

シカ
ウシ

鯨偶蹄類

アナグマ

レッサーパンダ

クマ類

イタチ類

奇蹄類

サイ

ヒラコテリウム

ビーバー

キツネザル

ヒヨケザル

モモンガ

ゴリラ

ヒト

ウサギ

マーラ

アイアイ

霊長類

齧歯類

兎類

リス

ネズミ

オランウータン

メガネザル

ハダカデバネズミ

ヤマアラシ

ツパイ

ミユビナマケモノ

有
毛

類

メガテリウム

グリプトドン

フタユビナマケモノ

被甲類

アリクイ

アルマジロ

ポタモガーレ

アフリカゾウ

海牛類

ハイラックス

テンレック

キノボリ

ハイラックス

テチス獣類

マンモス

アジアゾウ

ハリテンレック

キンモグラ

ツチブタ

テンレック類

ハネジネズミ
タスマニアデビル

ティラコスミルス

フクロモグラフクロアリクイ

フクロオオカミ

フクロネコ

バンディクート

ミズオポッサム

フクロモモンガ

クスクス

コアラ

キタオポッサム

フクロシマリス

リングテイル

ウォンバット

カンガルー

双前歯類

ハリモグラ ミツユビハリモグラ
カモノハシ

新生代

65（×100万年前）

１．台紙と型紙に折りすじをつける。（のり付けなし）

２．台紙に、型紙を貼り付ける。（のりしろ　　～　　）１ ８

３．台紙に、型紙を貼り付ける。（のりしろ　　～　　）９ 16

台紙

おす

型紙（ローラシア獣類）

他の型紙にも、

同じように折り

すじをつける。

１

のりしろ　　　　 を

番号順にはり付ける。

２ ～ ８

右ぺージ側ののりしろは、

まだ糊付けをしない。

型紙（凡例）

台紙

型紙（時代区分）

型紙（単孔類）

型紙（有袋類）

型紙（真主山鼠類類）

型紙（異節類）

型紙（アフリカ獣類）

型紙（ローラシア獣類類）

型紙（凡例）

のりしろ　　　　 に接着剤をつけておき、

台紙を閉じて接着すると、正しい位置に

はり付けることができる。

９ ～ 16

２

３

４

５

６

７

８

のりしろ１ 16～

目安

※“ヒト”に、

　　適当な色を

　　ぬってみよう。


